
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
医療検査素子を媒体とする情報の処理方法であって、固有の認識記号が割り振られ、医療
検査・診断などに使用する医療検査素子と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して遠隔上から書き込み可能な記憶手段と、を用い、
　前記医療検査素子の前記認識記号を特定するとともに、前記医療検査素子の使用方法に
かかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書き込むステップと
、
　流通，販売などの流通にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶
手段に書き込むステップと、
　検査にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書き込むス
テップと、
　前記認識記号に基づき前記複数の個別付加情報の１つ以上を読み出すステップと、を有
し、
　前記医療検査素子にかかわる複数の個別付加情報を、前記認識記号に基づいて少なくと
も前記医療検査素子の供給元、前記供給元から提供された前記医療検査素子を販売する販
売者、前記医療検査素子を用いて検査する検査機関 を含む複数のユーザ
間で共有して利用することを特徴とする医療検査素子を媒体とする情報の処理方法。
【請求項２】
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医療検査素子を媒体とする情報の処理方法であって、固有の認識記号が割り振られ、医療
検査・診断などに使用する医療検査素子と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して遠隔上から書き込み可能な記憶手段と、を用い、
　前記医療検査素子の前記認識記号を特定するとともに、前記医療検査素子の使用方法に
かかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書き込むステップと
、
　流通，販売などの流通にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶
手段に書き込むステップと、
　検査にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書き込むス
テップと、
　前記認識記号に基づき前記複数の個別付加情報の１つ以上を読み出すステップと、を有
し、
　前記医療検査素子にかかわる複数の個別付加情報を、前記認識記号に基づいて少なくと
も前記医療検査素子の供給元、前記供給元から提供された前記医療検査素子を販売する販
売者、前記医療検査素子を用いて検査する被検査者 を含む複数のユーザ
間で共有して利用することを特徴とする医療検査素子を媒体とする情報の処理方法。
【請求項３】
　検査後の廃棄にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書
き込むステップを更に有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の医療検査
素子を媒体とする情報の処理方法。
【請求項４】
前記通信手段が、インターネットであることを特徴とする請求項１または請求項２に記載
の情報の処理方法。
【請求項５】
前記医療検査素子の使用方法にかかわる個別付加情報は、前記素子のライフタイムを含む
情報であることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の情報の処理方法。
【請求項６】
前記医療検査素子が、ＱＣＭを用いた反応により検査を行う素子であることを特徴とする
請求項１または請求項２に記載の情報の処理方法。
【請求項７】
前記医療検査素子は、ＤＮＡチップであることを特徴とする請求項１または請求項２に記
載の情報の処理方法。
【請求項８】
前記医療検査素子は、基板上に流路を設け、化学的または物理的反応を素子上で処理する
ことができるＬＯＣであることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の情報の処理
方法。
【請求項９】
前記医療検査素子は、プロテインチップであることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の情報の処理方法。
【請求項１０】
前記医療検査素子は、ＤＮＡマイクロアレイであることを特徴とする請求項１または請求
項２に記載の情報の処理方法。
【請求項１１】
医療検査素子を媒体とする情報の処理システムであって、固有の認識記号が割り振られ、
医療検査・診断などに使用する医療検査素子と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して遠隔上から書き込み可能な記憶手段と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して前記記憶手段に遠隔上から書き込むための複数の入力手段と、を有し
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、
　前記複数の入力手段は、少なくとも前記医療検査素子の供給元、前記供給元から提供さ
れた前記医療検査素子を販売する販売者、前記医療検査素子を用いて検査する検査機関

に設けられていることを特徴とする医療検査素子を媒体とする情報の処理
システム。
【請求項１２】
医療検査素子を媒体とする情報の処理システムであって、固有の認識記号が割り振られ、
医療検査・診断などに使用する医療検査素子と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して遠隔上から書き込み可能な記憶手段と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して前記記憶手段に遠隔上から書き込むための複数の入力手段と、を有し
、
　前記複数の入力手段は、少なくとも前記医療検査素子の供給元、前記供給元から提供さ
れた前記医療検査素子を販売する販売者、前記医療検査素子を用いて検査する被検査者

に設けられていることを特徴とする医療検査素子を媒体とする情報の処理
システム。
【請求項１３】
前記通信手段が、インターネットであることを特徴とする請求項１１または請求項１２に
記載の情報の処理システム。
【請求項１４】
前記医療検査素子の使用方法にかかわる個別付加情報は、前記素子のライフタイムを含む
情報であることを特徴とする請求項１１または請求項１２に記載の情報の処理システム。
【請求項１５】
前記医療検査素子が、ＱＣＭを用いた反応により検査を行う素子であることを特徴とする
請求項１１または請求項１２に記載の情報の処理システム。
【請求項１６】
前記医療検査素子は、ＤＮＡチップであることを特徴とする請求項１１または請求項１２
に記載の情報の処理システム。
【請求項１７】
前記医療検査素子は、基板上に流路を設け、化学的または物理的反応を素子上で処理する
ことができるＬＯＣであることを特徴とする請求項１１または請求項１２に記載の情報の
処理システム。
【請求項１８】
前記医療検査素子は、プロテインチップであることを特徴とする請求項１１または請求項
１２に記載の情報の処理システム。
【請求項１９】
前記医療検査素子は、ＤＮＡマイクロアレイであることを特徴とする請求項１１または請
求項１２に記載の情報の処理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は医療検査素子を媒体とする情報の処理方法、及び情報の処理システムに関し、特
に医療用に用いられる医療検査素子、例えばＤＮＡチップやＬａｂ　ｏｎ　ａ　Ｃｈｉｐ
、マイクロアレイ、マイクロＴＡＳなどと呼ばれるものを使用して検査・診断などを行う
医療システムにおける医療検査素子を媒体とする情報の処理方法、及び情報の処理システ
ムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
最近の医療検査・診断等において、ＤＮＡチップやＬａｂ　ｏｎ　ａ　Ｃｈｉｐ、マイク
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ロアレイ、マイクロＴＡＳなどと呼ばれる医療検査素子を使用して検査・診断などを行う
医療システムの開発が活発となってきている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記医療検査素子が一般的に用いられるようになると、その医療検査素子
から得られる情報やその医療検査素子の管理が問題になる。例えば、医療検査素子のライ
フサイクルは薬品などよりも短いことが知られており、より細かな管理が必要である。
また、医療検査素子は種類によって使用方法が異なり、誤った使用方法では異なる結果が
出てしまい、誤診の問題が生じる。医療にかかわる検査結果での誤診は極めて重要な問題
である。
【０００４】
また、使用したチップから得られた結果は郵送などの手続きによって通知することが考え
られるが、複数の機関でその結果を使用するには、その機関の数に応じた手続きが必要に
なり、煩雑である。また、個人情報を知りえる医療検査素子において、その情報が漏洩す
ることなく処理されることはきわめて重要な問題である。
【０００５】
つぎに、医療検査素子にかかわる機関や個人ユーザと、それらの間で問題となる事項につ
いて、以下のような点を列挙することができる。
（１）医療検査素子ベンダー（医療検査素子の作成と出荷を行う）
・医療検査素子のライフタイムを管理することが必要なこと。医療検査素子の流通・販売
先を管理することが必要なこと。
（２）ディストリビュータ（医療検査素子の流通・販売を行う）
・　医療検査素子の出荷日を確認することが必要なこと。
（３）医療機関や薬局（医療検査素子の提供・販売を行う）
・医療検査素子をライフタイム内に使用することが必要なこと。
・医療検査素子の内容を確認することが必要なこと。
・医療検査素子の使用法を知ること・個人ユーザに伝えることが必要なこと。
・医療検査素子の検査結果を知ることが必要なこと。
（４）個人ユーザ（患者・利用者）
・医療検査素子の使用法を知ることが必要なこと。
・医療検査素子の検査結果を知ることが必要なこと。
（５）検査機関（医療検査素子の処理を行い検査結果を提供する）
・医療検査素子の使用履歴を知ることが必要なこと。
・医療検査素子の検査結果を（簡便に）通知することが必要なこと。
（６）医療検査素子ベンダー（医療検査素子のリサイクルを行う）
・医療検査素子の使用履歴を知ることが必要なこと。
・医療検査素子の回収を（簡便に）通知することが必要なこと。
【０００６】
以上から明らかなように、医療検査素子にかかわる機関や個人ユーザと、それらの間では
、医療検査素子から得られる情報やその医療検査素子の管理について、共通の問題やそれ
ぞれ固有の事項が問題となるが、これまでにおいては、この医療検査素子から得られる情
報を、医療検査素子にかかわる機関や個人ユーザ間で共有し、有効利用する手法等が何ら
開発されていなかった。
【０００７】
そこで、本発明は、上記課題を解決し、医療検査素子に関する情報を、医療検査素子にか
かわる機関や個人ユーザ間で共有し、有効利用することが可能となる医療検査素子を媒体
とする情報の処理方法、及び情報の処理システムを提供するものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、次の（１）～（１９）のように構成した医療検査素子を媒体とする情報の処
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理方法、及び情報の処理システムを提供するものである。
（１）医療検査素子を媒体とする情報の処理方法であって、固有の認識記号が割り振られ
、医療検査・診断などに使用する医療検査素子と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して遠隔上から書き込み可能な記憶手段と、を用い、
　前記医療検査素子の前記認識記号を特定するとともに、前記医療検査素子の使用方法に
かかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書き込むステップと
、
　流通，販売などの流通にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶
手段に書き込むステップと、
　検査にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書き込むス
テップと、
　前記認識記号に基づき前記複数の個別付加情報の１つ以上を読み出すステップと、を有
し、
　前記医療検査素子にかかわる複数の個別付加情報を、前記認識記号に基づいて少なくと
も前記医療検査素子の供給元、前記供給元から提供された前記医療検査素子を販売する販
売者、前記医療検査素子を用いて検査する検査機関 を含む複数のユーザ
間で共有して利用することを特徴とする医療検査素子を媒体とする情報の処理方法。
（２）医療検査素子を媒体とする情報の処理方法であって、固有の認識記号が割り振られ
、医療検査・診断などに使用する医療検査素子と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して遠隔上から書き込み可能な記憶手段と、を用い、
　前記医療検査素子の前記認識記号を特定するとともに、前記医療検査素子の使用方法に
かかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書き込むステップと
、
　流通，販売などの流通にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶
手段に書き込むステップと、
　検査にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段に書き込むス
テップと、
　前記認識記号に基づき前記複数の個別付加情報の１つ以上を読み出すステップと、を有
し、
　前記医療検査素子にかかわる複数の個別付加情報を、前記認識記号に基づいて少なくと
も前記医療検査素子の供給元、前記供給元から提供された前記医療検査素子を販売する販
売者、前記医療検査素子を用いて検査する被検査者 を含む複数のユーザ
間で共有して利用することを特徴とする医療検査素子を媒体とする情報の処理方法。
（３）検査後の廃棄にかかわる個別付加情報を、前記認識記号に対応させて前記記憶手段
に書き込むステップを更に有することを特徴とする上記（１）または上記（２）に記載の
医療検査素子を媒体とする情報の処理方法。
（４）前記通信手段が、インターネットであることを特徴とする上記（１）または上記（
２）に記載の情報の処理方法。
（５）前記医療検査素子の使用方法にかかわる個別付加情報は、前記素子のライフタイム
を含む情報であることを特徴とする上記（１）または上記（２）に記載の情報の処理方法
。
（６）前記医療検査素子が、ＱＣＭを用いた反応により検査を行う素子であることを特徴
とする上記（１）または上記（２）に記載の情報の処理方法。
（７）前記医療検査素子は、ＤＮＡチップであることを特徴とする上記（１）または上記
（２）に記載の情報の処理方法。
（８）前記医療検査素子は、基板上に流路を設け、化学的または物理的反応を素子上で処
理することができるＬＯＣであることを特徴とする上記（１）または上記（２）に記載の
情報の処理方法。
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（９）前記医療検査素子は、プロテインチップであることを特徴とする上記（１）または
上記（２）に記載の情報の処理方法。
（１０）前記医療検査素子は、ＤＮＡマイクロアレイであることを特徴とする上記（１）
または上記（２）に記載の情報の処理方法。
（１１）医療検査素子を媒体とする情報の処理システムであって、固有の認識記号が割り
振られ、医療検査・診断などに使用する医療検査素子と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して遠隔上から書き込み可能な記憶手段と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して前記記憶手段に遠隔上から書き込むための複数の入力手段と、を有し
、
　前記複数の入力手段は、少なくとも前記医療検査素子の供給元、前記供給元から提供さ
れた前記医療検査素子を販売する販売者、前記医療検査素子を用いて検査する検査機関

に設けられていることを特徴とする医療検査素子を媒体とする情報の処理
システム。
（１２）医療検査素子を媒体とする情報の処理システムであって、固有の認識記号が割り
振られ、医療検査・診断などに使用する医療検査素子と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して遠隔上から書き込み可能な記憶手段と、
　前記医療検査素子の前記認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する個別付加情報
を通信手段を介して前記記憶手段に遠隔上から書き込むための複数の入力手段と、を有し
、
　前記複数の入力手段は、少なくとも前記医療検査素子の供給元、前記供給元から提供さ
れた前記医療検査素子を販売する販売者、前記医療検査素子を用いて検査する被検査者

に設けられていることを特徴とする医療検査素子を媒体とする情報の処理
システム。
（１３）前記通信手段が、インターネットであることを特徴とする上記（１１）または上
記（１２）に記載の情報の処理システム。
（１４）前記医療検査素子の使用方法にかかわる個別付加情報は、前記素子のライフタイ
ムを含む情報であることを特徴とする上記（１１）または上記（１２）に記載の情報の処
理システム。
（１５）前記医療検査素子が、ＱＣＭを用いた反応により検査を行う素子であることを特
徴とする上記（１１）または上記（１２）に記載の情報の処理システム。
（１６）前記医療検査素子は、ＤＮＡチップであることを特徴とする上記（１１）または
上記（１２）に記載の情報の処理システム。
（１７）前記医療検査素子は、基板上に流路を設け、化学的または物理的反応を素子上で
処理することができるＬＯＣであることを特徴とする上記（１１）または上記（１２）に
記載の情報の処理システム。
（１８）前記医療検査素子は、プロテインチップであることを特徴とする上記（１１）ま
たは上記（１２）に記載の情報の処理システム。
（１９）前記医療検査素子は、ＤＮＡマイクロアレイであることを特徴とする上記（１１
）または上記（１２）に記載の情報の処理システム。
【０００９】
【発明の実施の形態】
上記情報の処理方法、及び情報の処理システムを適用し、例えば、固有の認識記号が割り
振られ、医療検査・診断などに使用するＤＮＡチップなどの医療検査素子と、この医療検
査素子に割り振られた認識記号に対応させて、前記医療検査素子に関する使用方法を含む
個別付加情報を通信手段を介して遠隔上から書き込み・読み出し可能としたサーバ等の記
憶手段と、この医療検査素子の認識記号に基づいて、前記医療検査素子に関する使用方法
を含む個別付加情報をインターネット等の通信手段を介して前記記憶手段に遠隔上から書
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き込み・読み出すための複数の入出力手段（例えば医療検査素子の供給元，販売者，検査
機関に備えられたパソコン等）を用いるようにすることで、前記の記憶手段に上記認識記
号に対応させて書き込まれた医療検査素子の使用方法を含む個別付加情報を、前記認識記
号に基づいてこれら複数のユーザ間で共有して利用することが可能となる。
これにより、例えば、医療検査素子ベンダーにおいては、医療検査素子のライフタイムを
管理することが可能となる。また、医療検査素子を流通，販売先等においてその使用状態
をリアルタイムで管理することが可能になる。医療機関や薬局は、医療検査素子のライフ
タイム内に処理することが可能になり、また医療検査素子の内容や使用法を簡便に知り、
ユーザに伝えることが可能になる。
さらには、個人ユーザは医療検査素子の使用方法を簡便に知ることが出来る。また、検査
機関は医療検査素子の使用されてきた履歴を知ることで、より精度の高い検査・検出を行
うことができ、医療検査素子の検査結果を簡便に通知することが可能になる。そして、医
療機関や個人ユーザは、この検査機関での検査結果を迅速に正確に知ることが可能になる
。
【００１０】
また、上記情報の処理方法、及び情報の処理システムを適用し、認識記号に基づく個別情
報を複数のユーザ間で共有して利用することができるようにすることで、医療検査素子に
関する個別情報をユーザ相互間で効果的に利用することが可能となる。例えば、医療検査
素子ベンダーは、リサイクルする際にその医療検査素子がいかように使われてきたかを知
ることが出来る。ここで、医療検査素子を医療検査素子ベンダーに配送することなく、医
療廃棄物処理業者等にその処理を委託し、使用した医療検査素子をリサイクルすることな
く破棄することも考えられる。その際は、検査機関や検査機関より廃棄を委託された業者
等が、医療検査素子に付与されたＩＤを手掛かりとして、その破棄情報を登録するように
してもよい。
このようにして回収され破棄された医療検査素子の情報を、例えばネット上のサーバにア
ップロードすることで、医療機関や個人ユーザに対して、個人ユーザの個人情報が知り得
る医療検査素子が確実に処理されたことを通知せしめることが可能となる。
【００１１】
【実施例】
以下に、本発明の実施例について説明する。
［実施例１］
図１は、本発明の実施例１における医療検査素子ベンダーから出荷された医療検査素子が
複数のユーザ間で共有して利用される一つの形態を示す図である。
また、図２は、図１に示す本実施例における医療検査素子の利用形態におけるフローチャ
ートを示す図である。ここで、医療検査素子という用語は、ＤＮＡチップ、Ｌａｂ　ｏｎ
　ａ　Ｃｈｉｐ、マイクロアレイ、マイクロＴＡＳなどの医療診断などに使用されるもの
を総称して使用している。
【００１２】
つぎに、これらの図１及び図２のフローチャート、さらには図６のシステム説明図を用い
て本発明の実施例１について説明する。
最初に図６に基づきシステムを説明する。
医療検査素子１０を作成する医療検査素子ベンダー１１は、システム構築の役割を持ちシ
ステムでの記憶手段としてのサーバ１２を管理するとともに、サーバ１２に接続された医
療検査素子情報入力装置（例えば、パソコン）を有している。
医療検査素子１０の販売を行うディストリビュータ１６は、サーバ１２とＬＡＮを介して
インターネットにより情報の入力が出来るようになっているとともに、医療検査素子情報
入力装置（例えば、パソコン）１６ａを有している。
病院などの医療機関１３はサーバ１２とＬＡＮを介してインターネットにより情報の入出
力が出来るようになっているとともに、医療検査素子情報入力装置１３ａ及び医療検査情
報表示装置１３ｂ（例えば、パソコン）を有している。
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実際に医療検査素子１０の検査を行う検査センター１４はサーバ１２とＬＡＮを介してイ
ンターネットにより情報の入出力が出来るようになっているとともに、医療検査素子情報
入力装置１４ａ及び医療検査情報表示装置１４ｂ（例えば、パソコン）を有している。さ
らに、検査センター１４は医療検査素子１０を検査する為の医療検査素子結果読取装置１
４ｃ及び医療検査素子検査装置１４ｄを有している。
患者（個人ユーザ）１５は　サーバ１２とＬＡＮを介してインターネットにより情報の入
力が出来るようになっているとともに、医療検査情報表示装置１５ｂ（例えば、パソコン
）を有している。
つぎに、システムフローについて説明する。
医療検査素子ベンダー１１は医療検査素子１０を作成し（ステップＳ２０１）、この医療
検査素子１０にＩＤを付与する（ステップＳ２０２）。ここで、医療検査素子１０として
は、例えば図５に示すようなＤＮＡチップを用いた医療素子を作成し、図５（ａ）のよう
にＩＤとなる記号のみを付与しても良いし、あるいは図５（ｂ）のようにバーコードを付
加するようにしても良い。
医療検査素子ベンダー１１は医療検査素子１０に付与したＩＤをサーバ１２に登録する（
ステップＳ２０３）。その際にこの医療検査素子特有の使用方法や使用期限（ライフタイ
ム）など、医療検査素子１０を使用するにあたって必要な情報を加えた初期情報を登録す
る（ステップＳ２０３）。ＤＮＡチップなどでは新規開発によって、実際に患者が検査す
る使用方法はかわるものであり、ここでの使用方法の登録は、後の検査には極めて重要な
情報となる。
これらの登録を終えた後、医療検査素子ベンダー１１は医療検査素子１０を出荷する（ス
テップＳ２０４）。
【００１３】
医療検査素子１０の流通・販売を行うディストリビュータ１６は、上記出荷された医療検
査素子１０を、販売のために保管する。（このとき、医療検査素子ベンダー１１がディス
トリビュータ１６としての機能を果たしても良い）。
ディストリビュータ１６は付与されたＩＤをキー項目として、流通過程の情報（温度管理
や常温被爆時間、運送業者や日付など）をサーバ１２に登録する（ステップＳ２０５）。
ディストリビュータは医療検査素子１０を販売し（ステップＳ２０６）、販売先や販売日
などの情報をＩＤをキー項目としてサーバ１２に登録する（ステップＳ２０７）。
【００１４】
病院や医院などの医療機関１３は、販売された医療検査素子１０を使用する（ステップＳ
２０８）。その際にＩＤをキー項目として検索し、医療検査素子ベンダー１１があらかじ
め登録した医療検査素子１０に関する情報である医療検査素子１０の使用方法や使用期限
など、医療検査素子１０を利用するにあたっての参照情報を閲覧する（ステップＳ２０９
）。これにより取り扱いミスを極力少なくすることができる。
医療機関１３はＩＤをキー項目として、その使用状態や使用者（患者）氏名などをサーバ
１２に登録する（ステップＳ２１０）。
使用者（患者）１５には医療検査素子１０のＩＤを告知しておく（ステップＳ２１１）。
【００１５】
医療検査素子１０は、それを使用した医療機関１３等が独自に所定の処理を行うか、ある
いは検査センター（例えば医療検査の受託検査を請け負っている専門の評価機関）１４な
どに医療検査素子１０を配送する（ステップＳ２１２）。配送を受けた検査センター（検
査機関）１４は、配送にかかる状態や条件（運送状態や温度管理状態や、かかった時間や
日数，入荷日など）をＩＤをキー項目としてサーバ１２に登録する（ステップＳ２１３）
。
検査センター１４は医療検査素子１０を検査し（ステップＳ２１４）、その検査情報をサ
ーバに登録する（ステップＳ２１５（ａ））。　検査センター１４は用済となった医療検
査素子１０を破棄する（ステップＳ２１６）。その際に破棄した状況や破棄方法、日時な
どをサーバ１２に登録する（ステップＳ２１７）。
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【００１６】
あるいは、このように検査センター１４が破棄処分をせずに、リサイクル処理のために医
療検査素子１０を医療検査素子ベンダー１１に配送する。医療検査素子ベンダー１１は医
療検査素子をリサイクル使用するかどうかを判断する。すなわち、医療検査素子には寿命
（使用回数，作成日からの経過日数）があるとともに、流通過程，医療機関，検査センタ
ーなどでの管理情報（温度管理や配送状態）も考慮して、リサイクルするか廃棄するかを
判断することになる。この判断のために、ＩＤをキー項目としてサーバ１２から履歴情報
を読み出す。そして、リサイクルする際には、適切に医療検査素子１０を再利用可能に処
理し、患者の個人情報（遺伝子情報）などが適切に処理されたことをサーバ１２に登録す
る。無論、リサイクルする際には、新たなＩＤを付与することになる。ただし，その前の
ＩＤとのつながりもサーバ１２に登録し、再度のリサイクル判断が、製造後の全ての履歴
をおってできるようにする。
なお、検査センター１４により登録された医療検査素子１０による検査結果は、ＩＤをキ
ー項目として医療機関（医者など）１３が閲覧することができる（ステップＳ２１５（ｂ
））。
また、患者１５も告知されたＩＤをキー項目として、検査センター１４により登録された
医療検査素子１０による検査結果を閲覧することができる（ステップＳ２１５（ｃ））。
患者１５はサーバ１２へのアクセスに関しては制限がかけられる。すなわち、自分の検査
に用いられた医療検査素子１０のＩＤに対してのみ検査結果が閲覧できるようにアクセス
制限がかけられるとともに、自分の検査結果であるとしても、本人への情報伝達に不向き
な情報（例えば、病気以外の情報）も閲覧できないようにする。
【００１７】
以上に説明した本実施例において、医療検査素子ベンダー１１、ディストリビュータ１６
、検査センター１４などが、上記した医療検査素子１０に付与したＩＤや使用方法、ライ
フタイム、流通過程の情報、検査情報等の医療検査素子１０に関する情報を、ネット上の
サーバ１２に登録するには、例えば図６に示すようなインターネットを用いたＬＡＮ方式
によるネットワークにより、サーバ１２の記憶手段に書き込むようにしたシステム等を用
いる。これにより、医療検査素子１０のＩＤをキー項目として、医療検査素子１０に関す
る個別付加情報をこれらのネットワークを介して、これらの医療検査素子ベンダー１１、
ディストリビュータ１６、検査センター１４などのそれぞれに設けられている入力手段を
介して、遠隔上からサーバに書き込むようにすることができる。
【００１８】
このようにして、ネット上のサーバ１２に登録された医療検査素子１０のＩＤをキー項目
として、医療検査素子の製造者及び複数のユーザー（医療検査素子ベンダー１１のコンピ
ュータ、ユーザである医療機関や医師１３のコンピュータ、または個人１５のコンピュー
タ、検査機関１４のコンピュータ）がネット上のサーバ１２に対してそのステータスを登
録し、チップＩＤを元にしてその医療検査素子１０で知見される全ての情報を一元管理す
ることができる。医療検査素子ベンダー１１がこのシステムを構築するのであれば、各ク
ライアントのステータスに基づく閲覧情報のアクセス制限も行い、且つ必要な情報の抜け
のチェックや、書き込み（登録）履歴情報（日付，誰がなど）も管理することになる。
【００１９】
このサイクルの中で、１つの医療検査素子１０のＩＤが複数のサイトで使用され、またそ
のＩＤをキーとして複数のユーザが医療検査素子１０の情報を登録し閲覧し利用する事が
可能となる。これにより、医療検査素子ベンダー１１は、出荷した医療検査素子１０の使
用期限や使用状態を管理することができ、適切な使用を啓蒙することができ、また適切な
使用がなされているかを知ることが可能になる。医療検査素子販売者（ディストリビュー
タ１６）は医療検査素子ベンダー１１からの出荷状況を逐次把握することが出来る。各ユ
ーザは使用される医療検査素子１０の状態や内容を知ることが可能になる。
【００２０】
また、検査センター１４によって登録された内容をネット上で閲覧することが出来る。こ
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のようにユーザは、直接医療機関等に出向くことなく、また郵送等で送付されてくる通知
を待つことなく、簡便に検査結果を入手することが可能になる。検査センター１４は医療
検査素子１０が手元にくるまでにどのような期間どのように使用されたか、適切な使用方
法や、使用可能期限を知ることができ、このファンクションを加味することでより確実な
検査が可能になる。回収した医療検査素子ベンダー１１が回収しリサイクル処理を行った
ことを登録することで、各ユーザは個人情報が入った医療検査素子１０が確実に処理され
たことを知ることが出来る。
【００２１】
［実施例２］
図３は、本発明の実施例２における医療検査素子ベンダー２１から出荷された医療検査素
子２０が複数のユーザ間で共有して利用される他の形態を示す図である。
また、図４は、図２に示した本実施例おける医療検査素子２０の利用形態におけるフロー
チャートを示す図である。本実施例においても医療検査素子２０は、実施例１と同様のも
のを用いることができる。
【００２２】
つぎに、これらの図３及び図４のフローチャート、さらには図７のシステム説明図を用い
て本発明の実施例２について説明する。なお、実施例１と同様な部分は説明を省略する。
最初に図７に基づきシステムを説明する。
医療検査素子２０を作成する医療検査素子ベンダー２１は、システム構築の役割を持ちシ
ステムでの記憶手段としてのサーバ２２を管理するとともに、サーバ２２に接続された医
療検査素子情報入力装置（例えば、パソコン）を有している。
医療検査素子２０の販売の為の搬送を行うディストリビュータ２６は、サーバ２２とＬＡ
Ｎを介してインターネットにより情報の入力が出来るようになっているとともに、医療検
査素子情報入力装置（例えば、パソコン）２６ａを有している。
病院などの医療機関２３はサーバ２２とＬＡＮを介してインターネットにより情報の入出
力が出来るようになっているとともに、医療検査素子情報入力装置２３ａ及び医療検査情
報表示装置２３ｂ（例えば、パソコン）を有している。
実際に医療検査素子２０の検査を行う検査センター２４はサーバ２２とＬＡＮを介してイ
ンターネットにより情報の入出力が出来るようになっているとともに、医療検査素子情報
入力装置２４ａ及び医療検査情報表示装置２４ｂ（例えば、パソコン）を有している。さ
らに、検査センター２４は医療検査素子２０を検査する為の医療検査素子結果読取装置２
４ｃ及び医療検査素子検査装置２４ｄを有している。
患者（個人ユーザ）２５は　サーバ１２とＬＡＮを介してインターネットにより情報の入
出力が出来るようになっているとともに、医療検査素子情報入力装置２５ａ及び医療検査
情報表示装置１５ｂ（例えば、パソコン）を有している。
つぎに、システムフローについて説明する。
医療検査素子ベンダー２１は医療検査素子２０を作成し（ステップＳ４０１）、医療検査
素子２０にＩＤを付与する（ステップＳ４０２）。
医療検査素子ベンダー２１は医療検査素子２０に付与したＩＤをサーバ２２に登録する（
ステップＳ４０３）。その際に使用方法やライフタイムなど、医療検査素子２０を使用す
るにあたって必要な情報も加えて登録する（ステップＳ４０３）。これらの登録を終えた
のち、医療検査素子ベンダー２１は医療検査素子２０を出荷する（ステップＳ４０４）。
【００２３】
ディストリビュータ２６は、上記出荷された医療検査素子２０を、搬送のために保管する
。
（このとき、医療検査素子ベンダー２１がディストリビュータとしての機能を果たしても
良い）
ディストリビュータ２６は、付与されたＩＤをキー項目として、流通過程の情報（温度管
理や常温被爆時間、運送業者や日付など）をサーバ２２に登録する（ステップＳ４０５）
。
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ディストリビュータ２６は医療検査素子２０を病院や医院などの医療機関２３に搬送する
（ステップ４０６）。
【００２４】
販売元となる病院や医院などの医療機関２３は、患者（個人ユーザ）２５へ直接販売する
（ステップ４０７）。そして、販売日，販売先（患者氏名など）などの情報をＩＤをキー
項目としてサーバ２２に登録する（ステップＳ４０８）。
上記販売元の病院や医院２３などから販売された医療検査素子２０を患者（個人ユーザ）
２５自身が使用する（ステップＳ４０９）。その使用に先立って、ＩＤをキー項目として
検索し、医療検査素子２０の使用方法や使用期限など、医療検査素子２０を利用するにあ
たっての参照情報を閲覧する（ステップＳ４１０）。
患者（個人ユーザ）２５は使用にあたっては、ＩＤをキー項目として、その使用状態や使
用日などの情報を登録する（ステップＳ４１１）。
患者（個人ユーザ）２５は使用した医療検査素子２０のＩＤを医療機関（病院・医院の医
師）２３に告知しておく（ステップＳ４１２）。告知の手段は具体的には、ＩＤをキー項
目として、サーバ２２に告知を記録すれば、その情報が医療機関２３に通知されるように
システムを組むだけである。
【００２５】
患者（個人ユーザ）２５は検査センター（検査機関）２４に医療検査素子２０を配送する
（ステップＳ４１３）。検査センター２４は患者（個人ユーザ）２５からの配送にかかる
状態や条件（運送状態や温度管理状態やかかった時間や日数など）をＩＤをキー項目とし
てサーバ２２に登録する。
検査センター２４は、医療検査素子２０を検査し（ステップＳ４１５）、その結果をサー
バ２２に登録する（ステップＳ４１６（ａ））。
検査センター２４は、用済となった医療検査素子２０を破棄する（ステップＳ４１７）。
その際に破棄した状況や破棄方法、日時などをサーバに登録する（ステップＳ４１８）。
【００２６】
あるいは、このように検査センター２４が破棄処分をせずに、リサイクル処理のために医
療検査素子２０を医療検査素子ベンダー２１に配送する（ステップＳ４１８）。医療検査
素子ベンダー２１は医療検査素子２０をリサイクル使用するが、その際にリサイクル可能
に医療検査素子２０を処理し、患者の個人情報（遺伝子情報）などの個人情報が適切に処
理されたことをサーバ２２に登録する。リサイクルに関する処理は、実施例１と同様であ
る。
なお、この検査センター２４により登録された医療検査素子２０による検査結果は、ＩＤ
をキー項目として医療機関（医者など）２３が閲覧することができる（ステップＳ４１６
（ｃ））。
また、患者２５も告知されたＩＤをキー項目として、検査センター２４により登録された
医療検査素子２０による検査結果を閲覧することができる（ステップＳ４１６（ｂ））。
患者２５はその他に、医療検査素子２０が適切に処理されたことなども閲覧することとが
できる。
【００２７】
以上に説明した本実施例において、医療検査素子ベンダー２１、ディストリビュータ２６
、患者（個人ユーザ）２５などが、上記した医療検査素子２０に付与したＩＤや使用方法
、ライフタイム、販売情報、患者自身による使用状態等の情報を、ネット上のサーバ２２
に登録するには、例えば図７に示すようなインターネットを用いたＬＡＮ方式によるネッ
トワークにより、サーバ２２の記憶手段に書き込むようにしたシステムを用いる。これに
より、医療検査素子２０のＩＤをキー項目として、医療検査素子２０に関する個別付加情
報をこれらのネットワークを介して、これらの医療検査素子ベンダー２１、ディストリビ
ュータ２６、患者（個人ユーザ）２５などのそれぞれに設けられている入力手段を介して
、遠隔上からサーバに書き込むようにすることができる。
【００２８】

10

20

30

40

50

(11) JP 3780242 B2 2006.5.31



このようにして、ネット上のサーバ２２に登録された医療検査素子２０のＩＤをキー項目
として、医療検査素子ベンダー２１、ディストリビュータ２６、患者（個人ユーザ）２５
、検査センター２４が情報を共有する。このサイクルの中で１つのＩＤが複数のサイトで
使用され、またそのＩＤをキーとして複数のユーザが医療検査素子２０の情報を登録し閲
覧し利用する。これにより医療検査素子ベンダー２１は出荷した医療検査素子２０の使用
期限や使用状態を管理することが出来る。販売者は医療検査素子ベンダー２１からの出荷
状況を逐次把握することが出来る。患者（個人ユーザ）２５は使用される医療検査素子２
０の状態や内容を知ることが可能になる。また、検査センター２４によって登録された内
容をネット上で閲覧することが出来る。さらに患者（個人ユーザ）２５は、医療機関２３
の医師などと情報を共有することが可能になるため、簡便に検査を行うことが出来る。
【００２９】
また、情報は医療機関２３の医師と即時に共有されるために、異常時にはすみやかな手当
てが期待できる。検査センター２４は医療検査素子２０が手元にくるまでにどのような期
間どのように使用されたかを知ることができ、このファンクションを加味することでより
確実な検査が可能になる。回収した医療検査素子ベンダー２１が回収しリサイクル処理を
行ったことを登録することで、患者（個人ユーザ）２５は個人情報が入った医療検査素子
２０が確実に処理されたことを知ることが出来る。
【００３０】
【発明の効果】
本発明によれば、医療検査素子に関する情報を、医療検査素子にかかわる機関や個人ユー
ザ間で共有し、有効利用することが可能となる医療検査素子を媒体とする情報の処理方法
及び処理システムを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１における医療検査素子ベンダーから出荷された医療検査素子が
複数のユーザ間で共有して利用される一つの形態を示す図である。
【図２】図１に示す実施例１における医療検査素子の利用形態におけるフローチャートを
示す図である。
【図３】本発明の実施例２における医療検査素子ベンダーから出荷された医療検査素子が
複数のユーザ間で共有して利用される他の形態を示す図である。
【図４】図３に示す実施例２における医療検査素子の利用形態におけるフローチャートを
示す図である。
【図５】本発明の実施例におけるＤＮＡチップを用いた医療素子を示す図である。
【図６】本発明の実施例１におけるインターネットを用いたネットワークにより、サーバ
の記憶手段に書き込み及び読み出しできるようにしたシステムを説明するための図である
。
【図７】本発明の実施例２におけるインターネットを用いたラン方式によるネットワーク
により、サーバーの記憶手段に書き込み及び読み出しできるようにしたシステムを説明す
るための図である。
【符号の説明】
１０：医療検査素子
１１：医療検査素子ベンダー
１２：サーバ
１３：医療機関・薬局
１４：検査センター（検査機関）
１５：患者（個人ユーザ）
２０：医療検査素子
２１：医療検査素子ベンダー
２２：サーバ
２３：医療機関・薬局
２４：検査センター（検査機関）
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２５：患者（個人ユーザ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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